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1.はじめに

抗がん剤投与時に患者が自覚する消化器

症状は、副作用の中で頻度も高く、患者の

Quality of  Life(以下、QOL）に大きく影響し、

投与を中止せざるを得ないこともある。昨

今、ビフィズス菌や乳酸菌などのProbiotics

とオリゴ糖や食物繊維などのPrebioticsの

生理効果が検証され、認知されてきた。

Probiotics素材とPrebiotics素材を両方含

んだものをSynbioticsと呼び、両素材の相

乗性が、話題になっている。Synbioticsに

は、有害菌の増殖を抑制し、宿主の免疫

力を増強し、さらに宿主の腸管機能を賦活

化する作用を有することが認められている。

我々は、この生理効果をベッドサイドで利

用できないか、がん化学療法を施行されて

いる患者を対象に、Synbioticsを投与するいる患者を対象に、Synbioticsを投与する

ことで消化器症状の軽減、食事摂取量の

増加、抗ガン剤投与の継続性の向上が出

来ないか検討した。

2. 方法

対象患者：当院、外科・消化器科・呼吸器

科で扱う切除不能な進行・再発の胃癌、大

腸癌および肺癌(非小細胞肺癌)の患者17

名（男性11名、女性６名）。
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期間：2009年10月～2010年11月

試験物：Gfine 1日2包を抗がん剤投与の前

日から摂取した。

検討項目：消化器症状の有無、がん化学療

法の継続性、血液学的検査値、食事摂取量

調査を行い、またSynbiotics飲用の継続性に

ついても検討した。副次的評価としてDAO活

性の測定を行った。

3. 結果

対象患者17名（Synbiotics飲用群８名、

Synbiotics非飲用群９名）、抗がん剤投与を

行ったのは合計41コースであった。何らかの

理由で抗がん剤投与を延期したコースは、

飲用群で２回、非飲用群で６回であった。

Synbioticsは継続して飲用ができ、また抗が

ん剤投与の継続性の向上に有用であると思ん剤投与の継続性の向上に有用であると思

われた。各種抗がん剤の中で腸に強くダメー

ジを与えるフッ化ピリミジン系の抗がん剤の

場合、血液中のDAO活性が、非摂取群に比

べて有意に高くなり、（図１）
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Gfine摂取により腸のダメージ回復が為されたこと

が推測される。また腸の回復により化学療法の

副作用が低減し、化学療法の継続が大腸がんで

確認されている。（図２）

4. 考察

抗がん剤は、がんの種類により、投与される抗が抗がん剤は、がんの種類により、投与される抗が

ん剤の種類は変わる。今回の結果から考えると

腸のダメージが大きいフッ化ピミリミン系の抗が

ん剤に対して有効な結果となった。言い換えると

腸のダメージに関して『Gfine』は有効に働いたも

のと考えられる。『Gfine』には、グァーガム分解物

が５ｇ、Biffidbacterium Longum BB536 が50億個

配合されている。グァーガム分解物は、大腸で資

化され、酪酸やプロピオン酸などの短鎖脂肪酸を

多く産生し、それが、大腸より吸収され、腸特に小

腸の微絨毛のエネルゲンになると言われており、

今回は、その資化するビフィズス菌も配合してい

るため、より効率的に短鎖脂肪酸を産生したもの

と考えられる。

摂取により腸のダメージ回復が為されたこと

副作用が低減し、化学療法の継続が大腸がんで

抗がん剤は、がんの種類により、投与される抗が

DAO活性の有意な上昇から小腸微絨毛の

伸長や腸管免疫の向上が示唆される。下痢

や便秘が抑制（図３）されているのもこの微

絨毛の活性化と腸管免疫の向上が寄与し

ているものと考えられる。

5. まとめ

以上のことから『Gfine』摂取により、化学療

法時の副作用である下痢や便秘発現の低

減と特に腸にダメージの強いフッ化ピリミジ

ン系の抗がん剤による腸微絨毛の委縮を抑

制することで抗がん剤投与の継続をサポー

トできることが示唆された。

残念ながら、各抗がん剤ごとの対象症例が

少ないため、統計処理するまで至っていな
抗がん剤は、がんの種類により、投与される抗が

ん剤に対して有効な結果となった。言い換えると

は有効に働いたも

には、グァーガム分解物

億個

配合されている。グァーガム分解物は、大腸で資

化され、酪酸やプロピオン酸などの短鎖脂肪酸を

多く産生し、それが、大腸より吸収され、腸特に小

腸の微絨毛のエネルゲンになると言われており、

今回は、その資化するビフィズス菌も配合してい

るため、より効率的に短鎖脂肪酸を産生したもの

い。大腸がん患者を中心にn数を増やし、統

計処理できるところまで今後掘り下げていき

たい。
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